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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第113期

第２四半期連結
累計期間

第114期
第２四半期連結

累計期間
第113期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 101,370 109,051 212,676

経常利益 (百万円) 4,982 5,325 11,322

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,180 3,939 6,755

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,957 2,859 15,115

純資産額 (百万円) 75,535 89,807 88,027

総資産額 (百万円) 169,408 184,081 185,422

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 54.43 63.05 112.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 54.36 62.90 112.07

自己資本比率 (％) 43.00 46.93 45.78

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 7,027 3,978 13,772

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △9,399 △5,428 △18,035

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,063 △513 3,822

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 26,268 24,569 25,572
 

　

回次
第113期

第２四半期連結
会計期間

第114期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 21.27 32.11
 

(注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

[アジア]

非連結子会社であったアイサンオートパーツインディア㈱は重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結

の範囲に含めております。

[米州]

非連結子会社であったアイサンオートパーツメキシコ㈱は重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の

範囲に含めております。これに伴い、報告セグメントを「北米」から「米州」に名称変更しております。

これにより連結子会社数は、前連結会計年度末より２社増加し、25社となっております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した「事業等のリスク」はありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の経済情勢は、緩やかな回復基調が続きました。

自動車業界におきましては、日本では軽自動車税の増税やエコカー減税の見直しなどがあり、減少傾向となりま

した。海外におきましては、米欧は比較的堅調であったものの、アジア地域は全般に低調に推移しました。

このようななか、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は、円安の影響もあり、1,090億５千１百万円

（前年同期比7.6％増）となり、営業利益は54億１千６百万円（前年同期比4.7％増）、経常利益は53億２千５百万

円（前年同期比6.9％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は39億３千９百万円（前年同

期比23.9％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。

また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを「北米」から「米州」に名称変更しております。

［日本］

売上高は562億７千２百万円（前年同期比2.2％減）となり、営業利益は21億８千３百万円（前年同期比22.1％

増）となりました。

［アジア］

売上高は353億４千５百万円（前年同期比12.5％増）となり、営業利益は27億５千７百万円（前年同期比7.6％

増）となりました。

［米州］

売上高は198億９千９百万円（前年同期比16.6％増）となり、営業利益は８千８百万円（前年同期比83.1％減）

となりました。

［欧州］

売上高は72億４千５百万円（前年同期比5.1％増）となり、営業利益は６億３百万円（前年同期比26.2％減）と

なりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ10億２百万円減少し、245

億６千９百万円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、39億７千８百万円の収入となりました。これは主に税金等調整前四半期

純利益によるもので、前年同期に比べ30億４千９百万円の収入減少となりました。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、54億２千８百万円の支出となりました。これは主に固定資産取得による

もので、前年同期に比べ39億７千万円の支出減少となりました。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払により、５億１千３百万円の支出（前年同期は、株式

の発行などにより、40億６千３百万円の収入）となりました。

 

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は54億９百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,000,000

計 190,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,585,996 62,597,996
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数100株

計 62,585,996 62,597,996 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成27年11月１日以降当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成27年６月12日

新株予約権の数 2,650個　(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数 265,000株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり1,200円　(注)２

新株予約権の行使期間 平成29年７月１日から平成33年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行す
る場合の株式の発行価格及び資本組入
額

発行価格　１株当たり1,200円
資本組入額　(注)３

新株予約権の行使の条件

新株予約権者は、権利行使時において、当社取締役(社外取締役を除

く)、執行役員または従業員であることを要する。ただし、退任・定年

退職・転籍によりその地位を喪失した場合(死亡の場合を除く)は、地

位喪失または権利行使期間の開始のいずれか遅い方から１年間は権利

を行使することができる。

その他の行使の条件は、株主総会決議および取締役会決議に基づき、

当社と新株予約権者との間で締結する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の
交付に関する事項

―
 

(注) １ 新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株である。

２ 新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整

し、　　　　   調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
 

また、新株予約権の割当日後、時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(新株予約

権の行使の場合を除く)は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上

げる。

    
既発行株式数＋

新株発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝調整前行使価額×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行株式数
 

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは発行済株式総数から当社の保有する自己株式の総数を控除

した数とし、自己株式を処分する場合は、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるもの

とする。

３ 新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格のうち資本に組み入れる額

(1) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、

その端数を切り上げるものとする。

(2) 新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記(1)記載の資本金

等増加限度額から上記(1)に定める増加する資本金の額を減じた額とする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日
(注)１

79,100 62,585,996 44 10,447 44 12,449

 

(注)１　新株予約権の行使による増加であります。

２　平成27年10月１日から平成27年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が12,000

株、資本金および資本準備金がそれぞれ６百万円増加しております。

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 18,107 28.93

株式会社デンソー 愛知県刈谷市昭和町一丁目１番地 5,500 8.78

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町二丁目１番地 4,767 7.61

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,535 4.05

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 1,580 2.52

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 1,453 2.32

愛三工業従業員持株会
愛知県大府市共和町一丁目１番地の１
愛三工業株式会社内

1,253 2.00

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 924 1.47

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY
(常任代理人 香港上海銀行東京
支店 カストディ業務部)

東京都中央区日本橋三丁目11番１号 737 1.17

THE BANK OF NEW YORK 133522
(常任代理人 株式会社みずほ銀
行決済営業部)

東京都中央区月島四丁目16番13号 707 1.13

計 ― 37,566 60.02
 

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)         2,535千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)             1,453千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 23,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 62,536,200
 

 

625,362 ―

単元未満株式
 

普通株式 26,796
 

 

― ―

発行済株式総数 62,585,996 ― ―

総株主の議決権 ― 625,362 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
愛三工業株式会社

愛知県大府市共和町一丁目
１番地の１

23,000 ― 23,000 0.03

計 ― 23,000 ― 23,000 0.03
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)および第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 20,847 20,744

  受取手形及び売掛金 36,930 39,579

  電子記録債権 3,623 3,068

  有価証券 5,319 4,309

  商品及び製品 5,695 5,696

  仕掛品 5,122 4,616

  原材料及び貯蔵品 11,863 11,895

  繰延税金資産 4,503 4,137

  その他 5,495 5,801

  貸倒引当金 △70 △33

  流動資産合計 99,330 99,814

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 17,989 19,663

   機械装置及び運搬具（純額） 29,719 29,603

   土地 6,738 6,783

   建設仮勘定 5,284 6,709

   その他（純額） 4,455 4,165

   有形固定資産合計 64,187 66,926

  無形固定資産   

   のれん 2 2

   その他 1,386 1,587

   無形固定資産合計 1,389 1,589

  投資その他の資産   

   投資有価証券 9,036 3,850

   退職給付に係る資産 7,080 7,082

   繰延税金資産 3,196 3,533

   その他 1,250 1,332

   貸倒引当金 △47 △47

   投資その他の資産合計 20,515 15,751

  固定資産合計 86,092 84,267

 資産合計 185,422 184,081
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 29,950 27,762

  短期借入金 4,318 4,823

  1年内返済予定の長期借入金 3,018 3,018

  未払費用 7,997 7,916

  未払法人税等 1,279 930

  製品保証引当金 6,475 6,471

  役員賞与引当金 124 58

  その他 9,197 8,561

  流動負債合計 62,362 59,544

 固定負債   

  長期借入金 18,187 18,177

  役員退職慰労引当金 107 76

  退職給付に係る負債 13,368 13,525

  その他 3,370 2,950

  固定負債合計 35,033 34,729

 負債合計 97,395 94,274

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,382 10,447

  資本剰余金 12,384 12,449

  利益剰余金 52,648 55,138

  自己株式 △22 △22

  株主資本合計 75,392 78,012

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,034 1,672

  為替換算調整勘定 6,467 5,652

  退職給付に係る調整累計額 986 1,055

  その他の包括利益累計額合計 9,488 8,380

 新株予約権 186 176

 非支配株主持分 2,960 3,238

 純資産合計 88,027 89,807

負債純資産合計 185,422 184,081
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 101,370 109,051

売上原価 87,328 95,185

売上総利益 14,042 13,865

販売費及び一般管理費 ※1  8,869 ※1  8,449

営業利益 5,172 5,416

営業外収益   

 受取利息 137 65

 受取配当金 64 80

 雑収入 191 105

 営業外収益合計 393 251

営業外費用   

 支払利息 124 112

 為替差損 85 142

 雑損失 372 87

 営業外費用合計 583 342

経常利益 4,982 5,325

特別利益   

 新株予約権戻入益 47 12

 特別利益合計 47 12

税金等調整前四半期純利益 5,029 5,337

法人税、住民税及び事業税 1,584 1,048

法人税等調整額 73 215

法人税等合計 1,657 1,263

四半期純利益 3,372 4,074

非支配株主に帰属する四半期純利益 192 134

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,180 3,939
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 3,372 4,074

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 86 △363

 為替換算調整勘定 △1,686 △920

 退職給付に係る調整額 184 69

 その他の包括利益合計 △1,415 △1,214

四半期包括利益 1,957 2,859

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,844 2,832

 非支配株主に係る四半期包括利益 112 27
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 5,029 5,337

 減価償却費 4,718 5,347

 のれん償却額 0 0

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 169 △7

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △58 △65

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 389 360

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △194 △93

 受取利息及び受取配当金 △201 △146

 支払利息 124 112

 売上債権の増減額（△は増加） △1,209 △2,231

 たな卸資産の増減額（△は増加） △530 429

 仕入債務の増減額（△は減少） 2,610 △2,127

 その他 △2,116 △1,645

 小計 8,731 5,271

 利息及び配当金の受取額 201 150

 利息の支払額 △124 △112

 法人税等の支払額 △1,780 △1,331

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,027 3,978

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △7,677 △5,564

 投資有価証券の取得による支出 △1,738 △1

 その他 17 136

 投資活動によるキャッシュ・フロー △9,399 △5,428

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △478 394

 長期借入れによる収入 195 ―

 長期借入金の返済による支出 △18 △9

 株式の発行による収入 5,120 ―

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 48 99

 配当金の支払額 △669 △936

 非支配株主への配当金の支払額 △18 △20

 その他 △116 △41

 財務活動によるキャッシュ・フロー 4,063 △513

現金及び現金同等物に係る換算差額 △233 △100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,457 △2,064

現金及び現金同等物の期首残高 24,810 25,572

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ― 1,061

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  26,268 ※1  24,569
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であったアイサンオートパーツメキシコ㈱およびアイサンオート

パーツインディア㈱は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間および前

連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に

記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得ま

たは売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載する方法に変更しております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）お

よび事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

平成26年２月に米国司法省と締結した司法取引契約に関連して、北米において損害賠償を求める民事訴訟が提起

されております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

給料及び手当 2,763百万円 3,065百万円

製品保証引当金繰入額 993 550 

退職給付費用 128 101 

役員賞与引当金繰入額 68 69 

役員退職慰労引当金繰入額 16 13 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定      21,882百万円      20,744百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預
金

△487 △483

MMF・３ヶ月以内の短期公社債投
資信託

871 904

有価証券勘定に含まれる預入期間
が３ヶ月以内の譲渡性預金

4,002 3,404

現金及び現金同等物 26,268 24,569
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月13日
定時株主総会

普通株式 669 12 平成26年３月31日 平成26年６月16日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月30日
取締役会

普通株式 870 14 平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金
 

 
当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日
定時株主総会

普通株式 936 15 平成27年３月31日 平成27年６月15日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月29日
取締役会

普通株式 1,001 16 平成27年９月30日 平成27年11月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

(単位：百万円)
 

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２日本 アジア 米州 欧州

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高 46,670 30,840 16,999 6,859 101,370 ― 101,370

(2) セグメント間の内部売上高
    又は振替高

10,842 572 66 37 11,518 △11,518 ―

計 57,512 31,412 17,065 6,897 112,888 △11,518 101,370

セグメント利益 1,788 2,562 525 818 5,694 △521 5,172
 

(注) １ セグメント利益の調整額△521百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

(単位：百万円)
 

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２日本 アジア 米州 欧州

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高 47,302 34,709 19,840 7,198 109,051 ― 109,051

(2) セグメント間の内部売上高
    又は振替高

8,970 635 58 47 9,711 △9,711 ―

計 56,272 35,345 19,899 7,245 118,762 △9,711 109,051

セグメント利益 2,183 2,757 88 603 5,633 △216 5,416
 

(注) １ セグメント利益の調整額 △216百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 第１四半期連結会計期間より、アイサンオートパーツメキシコ㈱を連結の範囲に含め、その数値を従来の区

分である「北米」に含めることとしたため、報告セグメントを「北米」から「米州」に名称変更しておりま

す。

 

 ２．報告セグメントごとの資産に関する情報

第１四半期連結会計期間より、アイサンオートパーツメキシコ㈱を連結の範囲に含めたことにより、「米州」

のセグメント資産が、前連結会計年度末に比べ57億４千５百万円増加し、188億２千９百万円となりました。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および算定上の基礎

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(１)１株当たり四半期純利益(円) 54.43 63.05

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 3,180 3,939

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

3,180 3,939

普通株式の期中平均株式数(千株) 58,430 62,492

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益(円) 54.36 62.90

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(百万円)

― ―

普通株式増加数(千株) 76 140

(うち新株予約権(千株)) (76) (140)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は次のとおりであります。

・決議年月日 平成27年10月29日

・中間配当金の総額 1,001百万円

・１株当たりの金額  16円

・中間配当金支払開始日 平成27年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年11月５日
 

 

愛三工業株式会社

取締役会  御中
 

 

 

有限責任監査法人    トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公認会計士    松    井    夏    樹    ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   三   浦   宏 　 和   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛三工業株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛三工業株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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